
当日の感動を
すぐお届け !!

8月5日（金）発行

　　　はバレエの季節。各所で
　　　ガラ公演が華やかに開催
されているなか、サマーミューザ
ではバレエコースを持つ洗足学
園音楽大学による「チャイコフス
キー三大バレエ」が行われた。演
目は、牧阿佐美バレヱ団クラス
が「くるみ割り人形」、グローバル
クラス（東京シティ・バレエ団）が
「白鳥の湖」、谷桃子バレエ団ク
ラスが「眠れる森の美女」のそれ
ぞれ抜粋を上演。洗足学園
ニューフィルハーモニック管弦楽
団を秋山和慶が指揮するとあっ
て、今年も大勢のお客様が来場
した。
　ダンサーは学生とバレエ団の

混成メンバーだが、バレエコー
スを創設したての昨年の公演
はまだ学生が少なく、バレエ団
ダンサー中心の舞台だった。今
年は学生も増え、主役はバレエ
団の看板ダンサーであるもの
の、それ以外の場面をリードし
たのは学生たち。1年間の成長
は著しく、それぞれがソリストと
して舞台の中心で踊り、さまざま
な表現やテクニックで魅せた。
　主役陣は、「くるみ割り人形」
金平糖の佐藤かんなの丁寧な
踊りが印象的で、「白鳥の湖」オ
デットの中森理恵の研ぎ澄まさ
れた動きに息を呑んだ。「眠れ
る森の美女」オーロラ姫の佐藤

麻利香、デジレ王子の三木雄馬
のパ・ド・ドゥは気品に満ち、
コーダでは三木のダイナミック
で美しい跳躍も目を引いた。
　秋山の指揮は、ダンサーに温
かく寄り添いながらも、強い推
進力をもって情熱的にチャイコ
フスキーを響かせる。オーケス
トラは気持ちいいほどたっぷり
奏で、各場面ともバレエとオー
ケストラの壮麗な競演が実に楽
しかった。ミューザの音響のもと
で観て聴くバレエ。来年の公演
も大いに期待したい。

榊原律子（音楽ライター）

夏
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8月4日（木）洗足学園音楽大学「チャイコフスキー三大バレエ」　撮影：青柳聡

お客様の声から♪

8/4 洗足学園音楽大学

白鳥の湖のバレエが本当に白鳥
みたいでした。（10歳・小学生・
ニコニコ）／バレエ見たの生ま
れてはじめてです。楽しかった！
夢の国だった！（匿名）／オー
ケストラとダンサーが同じス
テージの上にいる、このバレエ
はミューザならでは。背景がな
いのが余計にダンサーの衣装と
ダンスを際立たせていました。
（50 歳・会社員・川崎の Yoko）
／洗足音大のオケが素晴らし
かった。（匿名）／ 11 歳と 17
歳の子供も感動してねむりもせ
ず、楽しんでいました。（母）
／各バレエ団とオケの技術、秋
山先生のコーディネート力もさ
すがでした。（58歳・会社役員）
／今年はチケット注文した時に
はサイドしか空いて無くて…来
年は早めに注文して正面の席で
鑑賞したいです。（でもサイド
席でも充分楽しめました！）（60
代）／音楽とバレエにひたる優
雅な時間を堪能することが出来
て幸せです。（匿名）／チャイ
コフスキーのバレエ音楽はやは
りバレエと一緒に観るのが最
高。（52歳・会社員・しんのすけ）

ゲネプロ後、出演者全員で
記念撮影！

バレエとオーケストラの壮麗な競演

　オルガンによる２時間の演奏会というと、普通どうしても玄人向けの内容になりがちだが「真夏
のバッハ」では、やっぱり一度は生で聴いてみたい《トッカータとフーガ》から、これぞバッハに
よるオルガン音楽の代表作《パッサカリア》まで、素人でも玄人でも多様な作品を一夜で楽しめる
贅沢なプログラムとなっている。ホールアドバイザーとして誰よりもミューザ川崎のオルガンを知
り尽くす松居直美が、豪華ゲストと共に多角的にバッハの魅力を伝えてくれるだろう。

（小室敬幸　作曲 /音楽学）

8 月 6日（土）11:00 開演
イッツ・ア・ピアノワールド
ピアノ：小川典子

明日はどう聴く？　２０代応援団がナビゲート！

　ホールアドバイザーのひとり、小川典子は 2018 年に開催される第 10 回浜松国際ピアノコンクー
ルで審査委員長に就任することが発表された。先日亡くなられた中村紘子をはじめ、日本を代表す
るピアニストが務めてきたこの大役を任されるのは、小川が今後の日本音楽界を背負って立つこと
を期待されているからだろう。ホールのアドバイザーとして、これまでも意欲的な企画を行ってき
た小川が今回取り組むのは、ステージ上に座る子どもたちにピアノ音楽の魅力を本気でぶつけるコ
ンサート。子どもにどんな音楽を聴かせたらいいのか分からない？そんな人こそ是非この公演へ！

8 月 6日（土）18:00 開演
真夏のバッハ
松居直美パイプオルガン・リサイタル
オルガン：松居直美　ソプラノ：森   麻季 （ゲスト出演）
フルート：濱崎麻里子（東京交響楽団フルート奏者）



画 ：井上孝志
文 ： ミューザスタッフ

7月31日（日）出張サマーミューザ＠しんゆり！神奈川フィルハーモニー管弦楽団　撮影：藤本史昭
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　ルフロン1Fにあるクレープ屋さ
んです。メニューが豊富で、デザー
ト系クレープ・食事系クレープの他
にジェラート、タピオカドリンクも
あります。しかも毎月9日・19日・29
日は『クレープの日』で、クレープ全
品300円♪悩んだ末、生クリームと
いちご・キウイ・バナナ・マンゴー
が入ったフレッシュフルーツク
レープを購入。注文すると目の前
で生地を焼いてくれるので待って
いる間も楽しめます。ボリューム満

点の具材をもちっとした生地で包んで
います！
　疲れた時はミューザの音楽と美味し
いクレープで心とお腹を満たしてみま
せんか♪　
　　　　　　　　　　（受付　の＆か）クレープ・ジェラート

ディッパーダン
川崎ルフロン1階・パートナーショップリストP.12
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当日の感動をすぐお届け !!

助成：　　　　  平成 28 年度文化庁劇場・音楽堂等活性化事業　特別協賛：株式会社 東芝

サマーミューザ特典 チケット提示で

ドリンクSサイズ30円引き
※詳細はパートナーショップリストをご覧ください

第11回  
顔を見せないのがゴアー流

　お目当ての指揮者への花束を持ってきました！どうやって渡したらいい
のかな？――演奏家にとってはコンサートに足を運んでいただき、拍手を
いただけることがなによりものプレゼント。でも時には花束などを渡した
いという方もいらっしゃいます。ミューザでは原則、客席内への花束等の
持込みはご遠慮いただいています。ホールに入ってすぐ右手にある主催
者受付でお預かり、責任を持ってご本人にお届けしていますので、開演前
にお立ち寄りください。

　サマーミューザ公演のチ
ケットを事前にご購入の友の
会会員様、各公演抽選で
20名様に“最響の水”を
プレゼント︕（当選者の
座席番号を当日ロビー
に掲示いたします。）

現在会員の方に
“最響の水 ”が当たる！

バックナンバーは
ミューザホームページでも公開中！
http://www.kawasaki-sym-hall.jp/

　本日の「神奈川フィルハーモ

ニー管弦楽団」公演は「公開リ

ハーサル」のある公演です

11：00～最長13：30
公開リハーサル中のみ、自由席です。

　　　例 の「 出 張 サ マー
　　　ミューザ」は、新百合ヶ
丘の昭和音楽大学テアトロ・
ジーリオ・ショウワに福田進一
（ギター）、木嶋真優（ヴァイオ
リン）、横坂源（チェロ）と名手
が顔を揃え、3種の弦楽器の
変則タッグによる「三大協奏
曲」だ。
　まずは永遠のギターキッズ・
福田進一の《アランフェス協奏
曲》。粒立ちのよい音で、ギ
ター協奏曲の最高峰を堪能さ
せる。途中ちょっとしたご愛敬
もあって、最後、少し照れ気味
の笑みで交わす指揮者とのア
イコンタクトにこちらもなご
む。コンサートっていいなあ。
　木嶋真優のメンデルスゾー
ンが圧巻。楽器も身体も表情
も、とにかく全部を使って、「私
を聴いて」という気持ちがびし
びしと伝わってくる。そういえ
ば、十数年前にザハール・ブロ
ンのセミナーで初めて聴いた、
まだ少女だった頃の彼女がす

恒 でにそうだった。演奏が始まっ
た途端、前の席の小学生の女
の子がびくんと前のめりに
なって、隣のお母さんのオペラ
グラスを奪ってガン見してい
た。わかる！　真夏のしんゆり
に降臨したミューズに客席は
熱狂。ブラボーより一瞬早く、
誰かの唸り声が聴こえた。
　トリを取ったチェロ界のプリ
ンス・横坂源のドヴォルザーク
も快演。オーケストラの長い主
題提示のあと、待ってましたと
ばかりに満を持して独奏が登
場すると、若々しいキレのある
パフォーマンスで音楽をドラ
イブしてゆく。はったりやけれ
ん味のない真摯な演奏に多く
のファンが酔った。
　川瀬賢太郎指揮の神奈川
フィルも好フォロー。独奏にぴ
たりと寄り添いながら、時にア
グレッシブなアプローチで濃
厚、雄大な背景を描き出した。

宮本明（音楽ライター）

魅せた！

神奈川フィルの三大協奏曲

本日（8/5）
コンサート前の
お楽しみ♪


